












































































　JMIQ-Rの得点は、各項目の回答に対し 1 ～ 7 点の評定値を与えた。つまり、体験イメージ得点及び観
察イメージ得点はそれぞれ最低点が 4 点、最高点が28点となる。これらの得点を群別に平均値を算出し





現在できる群”と比較して、体験イメージ得点が有意に低い値を示した（t (18) = 1.945, p<.05：表 1 、図
1 参照）。一方、観察イメージにおいては、両群間に有意差は認められなかった（表 1 、図 2 参照）。





M SD M SD
体験イメージ得点 22.00 4.11 25.00 2.63














よると、体験イメージとは、運動に伴う複合的な感覚のイメージであることを述べている（Harris, D. V., 
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1 ―見るのは、とてもむずかしい 1 ―感じるのは、とてもむずかしい
2 ―見るのは、むずかしい 2 ―感じるのは、むずかしい
3 ―見るのは、ややむずかしい 3 ―感じるのは、ややむずかしい
4 ―どちらでもない 4 ―どちらでもない
5 ―見るのは、やややさしい 5 ―感じるのは、やややさしい
6 ―見るのは、やさしい 6 ―感じるのは、やさしい
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保育者を志す学生の運動技能の熟達差と身体イメージの関係
